
 
 

令和元年東日本台風(台風第19号)出水対応にお

ける防災情報の発信と課題について 
 
 

永原 慎一朗1・小林 卓生2・桶川 勝功1・小飯塚 哲郎1 
 

1千曲川河川事務所 調査課 （〒３８０－０９０３  長野県長野市鶴賀字峰村７４） 

2千曲川河川事務所 防災情報課 （〒３８０－０９０３  長野県長野市鶴賀字峰村７４） 

 

 令和元年東日本台風(台風第19号)の接近・通過により，千曲川・犀川流域全体で記録的な大

雨となり，堤防決壊１箇所を含む大規模な氾濫が発生した．千曲川・犀川を管理する千曲川河

川事務所では，同台風による出水に伴い水防関係機関及び住民への防災情報を発信していたが，

管内の同時多発的な出水により，情報伝達作業が煩雑化し，情報発信について，いくつかの課

題が生じた．また，被災地域を中心とした住民に対するアンケート調査では，出水時の防災情

報と避難行動の関係についても課題が明らかになった．本論文では，出水の状況，千曲川河川

事務所における当日の情報発信および沿川住民の避難行動の関係について整理し，情報発信に

おける課題と，課題への対応について述べる． 
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1. はじめに 

1-1 出水の概要 

(1)気象の概要 

 令和元年東日本台風(台風第19号、以下「東日本台風」

と呼ぶ)は，2019年10月6日に南鳥島付近で発生し，10月
12日19時前に強い勢力で伊豆諸島に上陸した後，関東地

方を通過した(図-1)．長野県においては，北部・中部を

中心に記録的な大雨となり(図-2)，県内43市町村に初め

て大雨特別警報が発表された． 

 

図-1  東日本台風の経路図(出典：気象庁HP) 
 

 

 
図-2  千曲川・犀川流域の各観測所における日降水量1位～5位 

(出典：気象庁HP) 

 

(2)水位の状況 

 台風による降雨は特に千曲川流域で多く，図3に示す

千曲川・犀川流域の水位観測所のうち，千曲川流域の立

ヶ花，杭瀬下，生田の3つの観測所で計画高水位を超過

し，いずれも観測史上既往最高の水位を記録した．ま

た，犀川流域においても，稲核ダムを除く3つの観測所

で氾濫注意水位を超過した(図-4)． 
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図-3 千曲川・犀川流域の水位観測所位置図 
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図-4 各観測所における最高水位 

 
1-2 本論文の目的 

 河川で増水や氾濫が発生すると，河川管理者は，流域

住民の避難行動や水防活動についての判断材料となる防

災情報を発信する必要が生じる．前節の通り，東日本台

風は千曲川流域に観測史上最大級の降雨をもたらし，流

域全体で大幅な水位上昇が見られた．このことから，千

曲川・犀川を管理する千曲川河川事務所において，東日

本台風の接近・通過時に一度に大量の防災情報を発信す

ることとなり，情報発信の手続きで混乱が生じた．また，

東日本台風により被災した地域を中心とした住民に対す

るアンケート調査では，防災情報を受けた住民の避難行

動について明らかになった．本論文では，出水の状況，

千曲川河川事務所における当日の情報発信およびアンケ

ート調査から明らかになった防災情報と流域住民の避難

行動の関係について整理し，情報発信における課題と，

課題への対応について述べる． 
 

2. 防災情報の発信 

2-1 情報の発信状況 

(1)水防法に基づく情報の発信状況 

 千曲川における国直轄管理区間については水防法に基

づく洪水予報河川に指定されており，洪水のおそれがあ

る場合に，住民避難に関する情報として国から長野県や

沿川市町村等の関係自治体に対して，長野地方気象台と

共同で降雨と水位の予測を周知する「洪水予報」や，水

防活動を行う必要があることを消防団に伝達するための

「水防警報」といった情報を伝達することが規定されて

いる．これらの情報は，「洪水予警報システム」により

文案を作成し，関係機関へのメールの一斉送信及びFAX
を行うことで伝達される．犀川については「水位周知河

川」に指定されており，河川管理者から基準水位超過時

に住民避難に関する情報として水位情報を発信すること

が規程されている．東日本台風接近・通過時の千曲川・

犀川についても，上記の手続きにより防災情報が発信さ

れており，以下の図-5に示すとおり，千曲川においては

３つの基準観測所（生田・杭瀬下・立ヶ花）全てにおい

て避難勧告発令の目安となる氾濫危険情報（警戒レベル

４相当），氾濫発生情報(警戒レベル5相当)などの情報

を発信した． 
 

 
図-5 情報発信が行われた時刻(10月12日～10月13日未明) 

 
 また，図-5からは，千曲川においては，複数の観測所

で同時多発的に水位が上昇し，氾濫警戒情報（避難準

備・高齢者等避難開始の目安となる警戒レベル３相当），

氾濫危険情報（警戒レベル４相当）及び氾濫発生情報

（警戒レベル５相当）の情報を短時間で伝達しなければ

ならない状況にあった． 
  
(2)緊急速報メールの配信状況 
 国土交通省では，「水防災意識社会 再構築ビジョン」

のもと，洪水時に住民の主体的な避難を促進する取り組

みとして，2016年より携帯電話事業者が提供する「緊急

速報メール」を活用して洪水情報のプッシュ配信を行っ

ている1)．配信する情報は「河川氾濫のおそれがある情
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報」と「河川氾濫が発生した情報」の2種類であり，台

風第19号により実際に氾濫が発生した千曲川流域市町村

の住民に配信がなされている(図-6)． 
 

 

図-6 出水時に実際に配信されたメールの例 
 
 緊急速報メールによる河川情報の配信においては，メ

ールの誤配信を防ぐため，河川事務所がメール文案を作

成した後，地方整備局がその内容を確認した上で配信す

る手続きとしていたが，地方整備局での確認作業中に，

次の洪水予報の発表に向けて河川事務所側でシステムの

画面を切り替えた際に，緊急速報メールの発信に必要な

情報がシステムから消滅し，緊急速報メールを発信でき

ない場合があった. 
 
2-2 防災情報と流域住民の避難行動の関係 

(1)住民の避難行動に関するアンケート調査の概要 

 東日本台風による出水における流域住民の避難行動の

実態を把握することで，「逃げ遅れゼロ」を目指した河

川管理者からの河川情報や自治体からの避難に関する情

報提供のあり方や防災意識社会の実現に向けた取り組み

に資することを目的とし，堤防決壊による浸水被害を受

けた地域をはじめとした長野市の避難情報発令地区の住

民に対してアンケート調査を千曲川・犀川大規模氾濫に

関する減災対策協議会において実施した2)．以下は調査

の概要である． 
 
対象：千曲川左岸長野市穂保地先の堤防決壊による被災 

世帯 1826世帯 
越水に伴う浸水範囲 1775世帯 
上記以外の避難情報発令地区 3225世帯 

回答数：3690通(回答率54.1%) 
回答期間：2020年2月2日～2月23日 
調査内容：回答者属性(居住地，年齢，性別等) 

     平常時からの備えや災害危険性の認識 
     避難行動の状況 
     災害時に見聞きした情報 
 
 
(2)防災情報と避難行動の関係 

 被災前に自宅にいた世帯(立ち退き避難場所にいた世

帯含む)のうち，約76%が立ち退き避難を行っており，

長野市全体での55%を大きく上回った．この地域は，日

常的に水害に備えており，毎年水害を想定した避難訓練

が実施されている成果といえる(図-7)．ただし，多くの

住民が避難指示(緊急)が発令されてから避難行動を開始

していることが分かった(図-8，図-9)． 
 

 

図-7 避難行動の状況 
 

 

図-8 長野市が発表した災害や避難に関する情報 

 



 
図-9 立ち退き避難を開始した日時 

(横軸時刻の①～⑥は図8の①～⑥に対応) 
 

立ち退き避難を開始したきっかけについては，「避難

勧告・避難指示(緊急)が発令されたから」，「エリアメ

ール・緊急速報メールの呼びかけ受信があったから」と

いう回答をした人の割合が上位となっている(図-10)． 
 

 
図-10 立ち退き避難のきっかけ 

 
避難勧告等の情報は，約半数がエリアメール・緊急速

報メールを経由して取得しており(図-11)，全体の約７割

がその発令に気づいている(図-12)． 
 

 
図-11 避難勧告等の情報収集手段 

 

 
図-12 避難指示(緊急)の発令に対する認識 

 
気象台・河川管理者発表情報の取得手段についても同

様に約半数がエリアメール・緊急速報メールを経由して

情報取得している．以上の結果より，避難勧告等の発令

が避難行動に影響を与えており，その情報発信の媒体と

なるエリアメール・緊急速報メールがよく活用されてい

ることから，メールでの情報発信は，避難行動の判断材

料として一定の効果があると考えられる．一方で，避難

勧告等の内容の分かりやすさについて，「自分のいる地

区が対象かどうかわかりにくかった」，「緊迫感が伝わ

ってこないなど，どのくらい危険な状況かわかりにくか

った」といった回答が多い(図-13)． 
 

 
図-13 避難勧告等の内容のわかりやすさ 

 
 

（M.Ａ） n= 840

(%)

床下浸水したから

床上浸水したから

雨の降り方がひじょうに激しかったから

自宅の近くまで浸水が迫ってきたから

川の水位が上がってきているのを見たから

近くの家が被災（浸水など）していたから

「避難勧告」が発令されたから

「避難指示（緊急）」が発令されたから

市長の名前で避難の呼びかけがあったから

防災無線での避難の呼びかけを聞いたから

エリアメール・緊急速報メールの呼びかけ受信

テレビによる避難報道を見て

気象予報で大雨が予想されると聞いたから

大雨洪水警報などの気象警報が発表されたから

大雨特別警報が発表されたから

千曲川の洪水予報（氾濫警戒・危険情報）を聞いたから

千曲川の洪水予報（氾濫発生情報）を聞いたから

インターネット等で千曲川の水位が上昇している様子を見たから

千曲川が越水したと聞いたから

テレビ等で他地区の被災の様子を見たから

家族に避難を勧められたから

近所の人などが避難したのを見聞きしたから

近所の人や自治会から避難の声かけがあったから

市役所・消防団・警察の人から避難を勧められたから

停電したから

水道が断水したから

電話・携帯電話がつながらなくなったから

その他

覚えていない

無回答
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(%)

テレビ

ケーブルテレビ

テレビのデータ放送（リモコンのｄボタンで見られる）

ラジオ

防災行政無線の屋外スピーカー

防災行政無線の戸別受信機

消防や警察の広報車

自治体の防災メール配信サービス

エリアメール・緊急速報メール

県や市のホームページ

川の防災情報（国土交通省） -

気象庁のホームページ -

ＮＨＫやＹａｈｏｏ！等のホームページ

防災・気象関係アプリ（ＮＨＫ防災アプリ、Ｙａｈｏｏ！防災速報等）

ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ等）

家族からの連絡（電話、メール等）

近くの人・自治会・消防団などからの連絡（声かけ、電話、メール等）

その他

無回答
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0

36.8 

34.9 

13.9 

14.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0



(3)立ち退き避難した住民の帰宅 

 立ち退き避難した住民の約4割が一度帰宅しており(図
-14)，一度帰宅した理由として約8割が「自宅の被災状況

を確認するため」と回答している(図-15)．また，帰宅し

た時間帯については，10月13日の4-7時台と回答した人

がその前後の時間帯と比較して多い(図-16)． 
 

 
図-14 最初に避難した場所への移動後の行動 

 

 
図-15 避難した場所から一度帰宅した理由 

 

 
図-16 一度帰宅した人が自宅に戻った時刻 

 
この時間帯は，直前の3時20分に大雨特別警報が解除

されたことに加え，長野市内では既に雨が収まっていた

ことや，5時52分に日の出を迎える時間帯であったこと

から住民が災害危険性がなくなったと判断し，帰宅行動

につながったと考えられる．しかし，千曲川の長野市内

区間における水位は依然として高い危険な状態であった． 
 

3. 防災情報の発信における課題と対応策 

 2章では，東日本台風接近・通過時における防災情報

の発信状況と防災情報を受けた住民の避難行動の実態に

ついて整理した．そこでの課題は以下のようなものが挙

げられる． 
 
・情報伝達作業の効率性 
・緊急速報メール等の，住民に向けた防災情報の切迫性 
・大雨特別警報解除後の警戒喚起 
 
これらの課題については，国土交通省水管理・国土保

全局と気象庁からなる「河川・気象情報の改善に関する

検証チーム」において検討されており，改善策が示され

ている3)．そこでの検討内容を踏まえ，千曲川・犀川流

域における情報発信の課題への解決策を以下に示す． 
 
(1)情報伝達作業の効率性 

 千曲川の直轄区間では，洪水予報区域が「千曲川」の

中に立ヶ花，杭瀬下，生田の3つの基準観測所があり，

新規の洪水予報が発表される際にどの基準観測所で警戒

レベルが変化したのかが分かりづらいことや，複数の水

位観測所で同時に警戒レベルが変化した際に伝達作業を

行うことが困難であることなどが現状の課題である．こ

のため，予報区域を水位観測所ごとといったように細分

化することで，効率的な伝達作業を行うことができ，か

つ，情報の受け手に対して，より適切に危険度を伝達を

することが可能となるため，予報区域の細分化を進める

予定である. 
 また，緊急速報メールによる河川情報の発信ができな

かった課題については，メールの定型文を事前に用意し，

河川事務所から直接配信ができるように洪水予警報シス

テムを変更することで，緊急時の効率化が図られるよう

2020年度の出水期までに洪水予警報等作成システムの変

更が行われた． 
 
(2) 住民に向けた防災情報の切迫性 

 前章で述べたとおり，多くの住民が避難指示（緊急） 
のタイミングで避難行動を開始しており，現在の洪水予

報文や緊急速報メールでは切迫感や危険度などが伝わり

づらいと感じる人が一定数おり，その理由としては，文

章が長く，重要な情報が分かりづらくなることなどが考

えられる．このため，文章を簡潔にし，重要な情報から

順に記載するような改善策を行うことが望ましいと考え

られる． 
 
(3) 大雨特別警報解除後の警戒喚起 

 長野市の避難情報発令地区の住民を対象としたアンケ

ート調査では，避難した場所から一度帰宅したと回答し

た人が約4割おり，多くが大雨特別警報解除の直後の時

間帯に戻っていたことが明らかになった．この時間帯で

は依然として河川の水位が高いため，危険であったが，

その危険性が十分に認知されていなかったと考えられる．

このため，大雨特別警報から大雨警報への切り替えに合

わせて，今後の水位上昇の見込みなどを臨時の洪水予報

として発表し，住民に対し注意喚起を行うことについて，

2020年度の出水期から実施されている． 
 

4. 結論 

 東日本台風に伴う観測史上最大級の出水により，千曲

川・犀川流域では，防災情報の伝達作業の効率性や住民



への情報の伝わり方など，情報発信における課題が明ら

かとなった．これらの課題については，国土交通本省に

おいて改善策が検討されており，一部は東日本台風発生

の次の年度である2020年度の出水期から実施がなされて

いるが，特に住民への切迫性を伝える課題については今

後も改善が必要である．また、情報を受け取る側の住民

一人一人の避難に関する理解が深まるよう，2020年度か

ら閲覧可能となった水害リスクライン情報をはじめ，危

機管理水位計やCCTVカメラによる河川映像の提供等，

国土交通省から多くの防災情報が発信されており，これ

らの情報の認識度を高めていくことにより防災意識向上

に努めていきたい.さらには，千曲川河川事務所では現

在、流域全体で危機感を共有することを目的とした「千

曲川・犀川(緊急対応)タイムライン」のとりまとめに取 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り組んでおり，これらの課題解決につながることを期待

している． 
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